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結城市議会
次回定例会の開催予定

平成27年
第3回定例会のお知らせ

9月　　　        　9日

10日・11日

14日・15日・16日

17日・18日・24日

29日

本会議（開会）

一般質問

常任委員会

決算特別委員会

本会議（閉会）
（日程が変更になる場合もあります。）
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行
政
視
察
来
訪

―
本
市
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　視
察
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
―

◆
6
月
9
日

　
　
　山
口
県
周
南
市
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　刷
新
ク
ラ
ブ
（
3
名
）

　
　
　
◎
ゆ
う
き
図
書
館
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

　
結
城
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
（
情
報
推

進
委
員
）
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
初
め
て
の
市

議
会
だ
よ
り
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
広
報
誌
の

使
命
は
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
、
議
会
は
何
を
し
て
い
る
か
、

お
伝
え
す
べ
き
こ
と
な
ど
わ
か
り
や
す
い
編
集

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
暑
い
夏
が
来
る
と
熱
中
症
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
号
が
発
行
さ
れ
る
8
月

に
は
結
城
市
長
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
市
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
率
も
56
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

何
か
投
票
率
を
上
げ
る
努
力
も
し
て
い
か
な
い

と
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
市
長
選
挙
は
、
結

城
市
の
未
来
を
左
右
す
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

ぜ
ひ
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
情
報
推
進
委
員
）

　
結
城
市
と
小
山
市
の
友
好
都
市
交
流
事
業
の一
環

と
し
て
、結
城
用
水
土
地
改
良
区
な
ど
が
主
催
と

な
っ
て「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」が
計
画
さ
れ
、6
月
に
両
市

の
小
学
生
な
ど
に
よ
る
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
色
の
異
な
る
稲
を
使
っ
て
水
田
に
巨
大
な
絵
を
描

く
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
に
は
、
両
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
政
光
く
ん
」
「
ま
ゆ
げ
っ
た
」

「
寒
川
尼
ち
ゃ
ん
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
小
山
市
梁
の
農
産
物
直
売
所
「
絹
ふ
れ
あ
い
の

郷
」
の
北
側
駐
車
場
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

7
月
20
日
頃
か
ら
見
頃
を
む
か
え
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
。

　
ゆ
う
き
市
議
会
だ
よ
り
は
、
目
の
不
自
由
な
方
向

け
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ボ
イ
ス
フ
レ
ン

ド
」
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
号
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
の
発
行
や
対
面
朗
読
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ご
希
望
を
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
33
・
0
2
2
5
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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永
年
勤
続
議
員
表
彰・感
謝
状

　
全
国
市
議
会
議
長
会
な
ら
び
に
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
議
員
25
年
と
し
て
平
塚
明
議
員
に
、
20
年
と
し
て

船
橋
清
議
員
、
須
藤
一
夫
元
議
員
、
塚
原
林
吉
元
議
員
に
、

ま
た
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
議
員
8
年
と
し
て

稲
葉
里
子
議
員
、
早
瀬
悦
弘
議
員
、
黒
川
充
夫
議
員
に
、

そ
れ
ぞ
れ
市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
西
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
正
・
副
議
長
在
職

中
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
船
橋
清
前
議
長
、
大
木
作
次
前

副
議
長
、
故
大
里
榮
作
元
副
議
長
に
、
県
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
県
市
議
会
議
長
会
監
事
と
し
て
の
在
職
中
の
功
績

に
対
し
、
船
橋
清
前
議
長
に
、
結
城
市
議
会
褒
賞
内
規
に

よ
る
永
年
勤
続
25
年
以
上
と
し
て
平
塚
明
議
員
に
、
20
年

以
上
と
し
て
、
船
橋
清
議
員
、
須
藤
一
夫
元
議
員
、
塚
原

林
吉
元
議
員
に
、
特
別
褒
賞
の
功
績
を
称
え
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平塚　明
議　員

船橋　清
議　員

大木　作次
議　員

稲葉　里子
議　員

早瀬　悦弘
議　員

黒川　充夫
議　員



平
成
27
年
結
城
市
議
会
第
2
回
定
例
会
は
︑
6
月
11
日
に
招
集
さ
れ
︑
24
日
ま
で
の
14
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
︒

初
日
に
は
︑
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
を
は
じ
め
︑

条
例
の
一
部
改
正
や
選
任
な
ど
市
長
提
出
案
件
15
件
︑
議
員
提
出
案
件
1
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
︒

ま
た
︑先
議（
定
例
会
の
冒
頭
で
議
決
を
行
う
こ
と
）が
必
要
な
案
件
2
件（
報
告
第
1
号
︑

選
挙
第
4
号
）
に
つ
い
て
は
︑
初
日
の
審
議
を
終
え
て
︑
報
告
第
1
号
が
原
案
の
と
お
り
可

決
と
な
り
︑
選
挙
第
4
号
に
つ
い
て
は
︑
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
他
の
案
件
に
つ

い
て
は
︑
各
常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
︒

会
期
中
に
は
︑
一
般
質
問
の
2
日
間
を
は
じ
め
︑
総
務
︑
産
業
・
建
設
︑
教
育
・
福
祉
の

3
つ
の
常
任
委
員
会
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
1
日
ず
つ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

最
終
日
に
は
︑
各
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
て
い
た
案
件
の
審
査
報
告
と
︑
追
加
案
件
で
市
長

提
出
案
件
1
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
︒
審
議
の
結
果
︑
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
︒

第2回定例会
6月11日〜6月24日

第2回定例会
6月11日〜6月24日

<

６
月>

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

本
会
議　

開
会
・
会
期
決
定
︒
議
案
上

程
︒
議
案
質
疑
︒
報
告
第
１

号
︑
選
挙
第
４
号
︑
討
論
・

採
決
︒
議
案
を
各
所
管
委
員

会
に
付
託
︒

12
日　

本
会
議

一
般
質
問
（
５
人
）

15
日　

本
会
議

一
般
質
問
（
５
人
）

16
日　

常
任
委
員
会

（
総
務
委
員
会
）

18
日　

常
任
委
員
会

（
産
業
・
建
設
委
員
会
）

19
日　

常
任
委
員
会

（
教
育
・
福
祉
委
員
会
）

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

本
会
議

各
常
任
委
員
長
の
報
告
︑
報

告
に
対
す
る
質
疑
︒
討
論
・

採
決
︒
議
案
１
件
追
加
︒
閉

会
︒

第
2
回
定
例
会
日
程

議　

案　

質　

疑

◆
平
成
27
年
度
結
城
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

Q　

3
月
補
正
の
7,
2
0
0

万
円
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
補
助
金
に
今
回

1,
1
4
0
万
円
追
加
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て

A　
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
や
︑
高
齢
者
の
外

出
を
促
進
す
る
と
と
も
に
消

費
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
︑
商
品
券
購
入
の

割
引
に
要
し
た
額
を
茨
城
県

が
補
助
す
る
も
の
で
︑﹁
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
事

業
費
﹂
と
し
て
追
加
す
る
︒

◆
結
城
市
教
育
委
員
会
の
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

結
城
市
教
育
委
員
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
中な

か

　
村む

ら

　
義よ

し

　
明あ

き

　
氏

《
選
　
挙
　
関
　
係
》

◆
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
つ
い
て

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
一
般
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。

Q　
ひ
と
り
親
家
族
等
学
習
応

援
給
付
費
の
金
額
は
︒
何
人

位
支
給
す
る
の
か
︑
単
年
度

で
終
わ
る
事
業
な
の
か
伺
い

た
い

A　
子
育
て
中
の
一
人
親
家
庭

等
に
対
し
て
︑
児
童
一
人
あ

た
り
図
書
カ
ー
ド
1
万
円
分

を
配
布
す
る
︒
給
付
対
象
は

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の

児
童
と
生
活
保
護
受
給
者
合

わ
せ
6
7
1
人
︒
国
事
業
の

た
め
次
年
度
以
降
は
未
定
︒

《
選
　
任
　
関
　
係
》

◆
結
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

結
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
増ま

す

　
山や

ま

　
恒つ

ね

　
雄お

　
氏

　
関せ

き

　
　
仁じ

ん

　
　
一い

ち

　
氏

（ 2 ）

ゆ う き 市 議 会 だ よ り



《
選
　
任
　
関
　
係
》

◆
結
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

結
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
増ま

す

　
山や

ま

　
恒つ

ね

　
雄お

　
氏

　
関せ

き

　
　
仁じ

ん

　
　
一い

ち

　
氏

（ 3 ）

ゆ う き 市 議 会 だ よ り

議案番号 議案名 結果
報告第1号 地方自治法第179条第1項の規定に基づく専決処分について 承認
議案第40号 平成27年度結城市一般会計補正予算（第1号） 可決
議案第41号 結城市財政状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について 可決
議案第42号 結城市防災会議条例の一部を改正する条例について 可決
議案第43号 結城市災害対策本部条例の一部を改正する条例について 可決
議案第44号 結城市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について 可決
議案第45号 下館結城都市計画結城市下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について 可決
議案第46号 結城市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 可決
議案第47号 工事委託協定の締結について 可決
議案第48号 市道路線の認定について 可決
議案第49号 市道路線の変更について 可決
議案第50号 平成26年度結城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議案第51号 工事請負契約の締結について 可決

第2回定例会における議案の審議結果一覧

　受付で住所，氏名などを記入するだけで
簡単に傍聴できます。但し，傍聴席では，
写真撮影や録音などは禁止となっていま
す。次の定例会は，9月9日からの予定で
す。
　詳しいことは，議会事務局まで

　電話　0296-32-1111
　　　　　　内線　304・305

県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
運
営
委
員
会

第
2
回
定
例
会

（
6
月
定
例
会
日
程
に
掲
載
）

議
会
情
報
推
進
委
員
会

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
情
報
推
進
委
員
会

県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修
会

全
員
協
議
会

《
5
月
》25

日
27
日

《
6
月
》2

日

11
〜
24
日

15
日

17
日

《
7
月
》13

日

16
〜
17
日

21
日

市議会を傍聴してみませんか！
•••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••

結城市公式ホームページの結城市議会ページに、議会の個々の情報を確認することができる各自の「プロフィー
ル画面」を追加しました。閲覧する場合は、上部のタブ「議員名簿」をクリックする（※①）か、議員名簿各種ペー
ジ（議員名簿一覧、委員会名簿、会派名簿）の右部「メニュー」（※②）から、閲覧したい議員を選択するこ
とができます。

◆議員名簿「個人プロフィール画面」 ••••••••••••••••••••

▲（参考）議員名簿画面 ▲（参考）議員名簿画面

←※①

←※②
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北西部地区のまちづくりについて
西仁連川は，農業排水の他に都市排水の受け入れや
水辺空間を提供しているわけですが，小山市との連携
が活発化する中，河川の整備や北西部地区の活性化を
話題とするチャンスではないのかと思いますが，お伺
いします
市長公室長　小山市との連携・協力による北西部地区
の活性化につきましては，昨年，友好都市の盟約を締
結した経緯を踏まえ，地域の活性化や道路・河川など
の整備促進が図られるよう努めてまいりたいと考えて
おります。北西部地区につきましては，小山運動公園
と新国道4号バイパスに近接しており，小山市との連
携によって，地域の活性化が期待できる地域でござい
ますので，市全体の街づくりを考慮しつつ，実現可能

結城第一工業団地上山川北部地区について
工業団地の必要性，当地区を選定した経緯・進捗状
況について説明をいただきたい
産業経済部長　現在，本市には企業の要望に応じるた
めのまとまった工業用地がない状況であり，本市の立
地優位性を活かし，地域経済の活性化と市民の雇用の
場の確保のため新たな工業団地の整備を進めること
と致しました。工業用地確保の可能性について検討を
行った結果，現在の市街化区域内では不可能であると
判断し，市街化調整区域内の5か所を候補地として選
定し候補地ごとに開発条件，土地利用計画の実現性，
事業費，事業期間，企業誘致など多角的な視点から検
討を行い，総合的に判断し選定しました。事業の進捗
状況については，本年2月に新工業団地事業構想を樹

な施策や事業を模索してまいりたいと考えております。

消防団の運営について
消防団のイメージアップと団員の確保について事業
所への対応をお伺いしたいと思います。また，消防団
の装備品について，装備品の安全基準が変わりました
が，これからどのようなものを配備してもらえるのか
お伺いします
市民生活部長　結城市公式ホームページで活動内容を
掲載し，団員の活躍を広くPRするとともに，操法訓
練についても，以前の大会志向の訓練から，実践対応
訓練等に切り替え，訓練日数も減らす等，負担軽減を
図っております。事業所に対しても，ポスターやチ
ラシを配布し，掲示をお願いしており，併せて，ケー
ブルテレビを活用して団員募集等のPRも実施してい
るところです。また，消防団の装備品につきましては，
防塵メガネ，防塵マスク，耐切創性手袋などの安全確
保のための装備や，双方向の情報伝達が可能な装備を，
「消防団の装備の基準」に基づき随時配備してまいり
ます。

 ほかに，市内の空き家について，本市の農業の振興
についての質問を行いました。

立し，3月に地元自治会代表者，地権者，耕作者等を
対象に説明会を開催し，今後は関係者の意向を確認し
ながら，事業化に向けた合意形成を図ってまいりたい。
市長　工業団地の整備は，安定した税収を確保するこ
とはもとより，雇用の場を確保することによる若者の
定住化を図るうえで重要な施策であり，結城第一工業
団地上山川北部地区の早期事業化に向け，積極的に取
り組んでまいりたいと考えております。

結城廃寺跡整備事業について
国指定史跡である結城廃寺跡の公有地化はどの位進
んでいるのか，また将来構想についてお伺い致します
教育部長　公有化全体の予定面積は，48, 1 4 6. 2 9㎡
で，29年までの10カ年計画で土地の取得を進めており，
26年度末現在での公有化面積は43,6 4 0. 5 7㎡で，公
有化率は90.6％となっております。将来的には，建物
跡の一部復元や，史跡公園としての活用などを検討し，
できる限り国の補助金を導入したいと考えております。
市長　結城廃寺跡は文化財として保存するだけではな
く，本市の歴史教育，観光拠点，さらには地域コミュ
ニティの場として，整備・活用ができるような史跡の
整備計画の検討を行ってまいります。

大里　克友　議員

會澤　久男　議員
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国勢調査2015について
今年10月1日現在で行われる国勢調査のオンライン
回答について
市長公室長　今回の主な変更点として，オンライン調
査を全国的に実施することです。スマートフォンやパ
ソコンから回答するオンラインによる回答は，正確に
漏れなく入力する必要があるため，調査内容の高い精
度を得られることが期待され，プライバシー意識の高
まりに配慮した方法である。オンライン調査回答用の
IDを世帯ごとに配布し，所定の期間においてオンラ
イン調査システムにアクセスし，回答をして，回答期
限の終了後，調査員は，オンライン回答が得られてい
ない世帯のみを訪問し，調査票を配布いたしますので，
調査の省力化も期待できます。

新市庁舎の整備について
市役所庁舎の新庁舎建て替えについて，簡素化した
使い易い建物を考えている。庁舎の積立金はいくらあ
るのか。今後のスケジュール，建設の場所の決め方，
庁舎の規模について伺いたい
市長公室長　市庁舎建設事業基金は，5月末時点で17
億3,649万8千円。今後のスケジュールは，今年度は
基本計画を策定し，移転新築を軸とした整備方針のも
と移転後の現庁舎の利用計画等の作業を，年度内を目
途に進めていく。建設位置の定め方については，水戸
線南側の南部市街地及び民有地等も視野に入れ定める
との方針を示している。規模については，延床面積で約
10,500㎡と示しており，概ね3階から5階建て程度の建物で，
シンプルで必要最低限の施設となるよう検討したい。

公認キャラクター「まゆげった」について
結城市公認キャラクター「まゆげった」の経済波及
効果のあるキャラクターづくりについて伺いたい。ま
た，現在企画政策課が主体となっている管理運営につ
いては，情報をリアルタイムに伝える環境を整備し，
結城市のまちづくりを活性化に結びつける戦略・戦術
を明確にし，若いエネルギー・考え・行動力を形とし
て組み上げ，縦にも横とも連携しながら新しいPRを
展開していける組織として，ぜひともPR課の創設を
お願いしたい
市長　結城市公認キャラクター「まゆげった」につい
ては，市が主催するイベントでのお出迎え等，皆様が
目にする機会は増えています。今後は，イベントに限
らず，まゆげった関連商品の開発などにも取り組んで
まいりたいと思います。市民や企業の皆様のアイデア
にも期待しています。議員ご提案
の「PR課の創設，担当部署の移管」
については，まずは現体制の強化
充実を図ったうえで，「まゆげっ
た」が本市を盛り上げていく牽引
役となるよう，さまざまな手法を
検討してまいります。

デマンドタクシーについて
デマンドタクシーをぜひやることを待っている
市長公室長　他市町村の事
例等を調査し，将来を見据
えた公共交通のあり方につ
いて検討したい。

雨水タンクの推進について
雨水利用推進法の法律ができた県内の4市で補助金
制度がある。結城市でも補助金制度を考えてほしい
市民生活部長　雨水タンクの普及は，環境にやさしい
まちづくり推進のため，PR等に努めたい。

南部中央幹線道路等市道農道の整備について
圏央道の全線開通，日野自動車の本格操業が迫る中，
結城南部中央幹線の全線開通を急ぐこと，市道，農道
の整備の方針について伺いたい
都市建設部長　現在は改良事業2路線で補助事業によ
る道路整備を進めている。
南 部 中 央 幹 線 道 路， 市 道
5234号線は，その事業の進
捗状況を見ながら検討する。

平塚 　明　議員

佐藤　仁　議員

▲まゆげった

▲南部中央幹線道路未整備区間

▲デマンドタクシー
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空き家等対策に関する措置法施行について
「空家等対策の推進に関する特別措置法」が全面施
行されたが市内の空き家の現状を伺いたい。相談窓口
の表示をしっかりとしてほしい。空き家対策の実施体
制の整備について庁内の連携体制はとれているのか。
今後の対策を伺いたい
市民生活部長　本市の空き家は245戸，割合は約1.4％
です。相談窓口の掲示は，生活環境課でわかりやすい
表示板等で対応する。空き家の戸数，実態の把握・管
理方法については，環境衛生推進員の職務として，情
報提供をお願いした。今後の対策として県に設立され
た市町村空き家等対策連絡調整会議において，協議会
の組織推進，空き家バンク，有効活用などのアドバイ
ス等，関係各課と連携をはかり検討してまいりたい。

国民健康保険税の引き下げについて
5月27日に成立した医療保険改革法は保険料引き下
げ可能の「公費拡充等による財政基盤の強化」として
毎年3,400億円を国が財政支援することも盛り込まれ
ています。これらを見越して高すぎる保険税を引き下
げた自治体もあります。本市は保険料が県内44市町
村中13番目に高いので，ぜひ引き下げてください
市長　国民健康保険の財政基盤強化などを盛り込んだ
医療制度改革法が5月に可決され，大幅な制度改革が
予想されていることから，引き下げについては，税率
改正の慎重な検討が必要であります。

中小企業振興基本条例制定について
地域を支える中小企業の振興を行政運営の根幹と捉

公共施設等総合管理計画について
市の公共施設の設置状況や運営状況等を見える化し
た公共施設白書を基礎資料として28年度中に公共施
設等総合管理計画を策定するにあたり，取り組み体制，
計画期間について伺いたい
市長公室長　計画策定にあたっては，各担当課が主体
的に参画するが，契約管財課が中心となり，全庁的体
制で進めていく。外部に発注する範囲は，計画策定の
一連の支援業務を委託する。計画期間は10年間とし，
5年で見直しをする。

大町児童公園について
公園の整備は地元の人たちも入れたワークショップ
などを行い，協働作業での整備をお願いしたい。また，
結城蔵美館についても伺いたい
都市建設部長　昭和57年に造られた公園は，公園とし
ての魅力が薄れている状況。27年度全面改修へ向けて
設計業務を発注する。道路元標の移設をはじめ，施設
を地元の皆様と協働作業で愛着と誇りを持って集える
公園として整備する。蔵美館を利用する人も公園が利
用できるよう，休養施設等の充実を図る。28年度以降
整備を行っていく予定。

え，住民，企業及び自治体の役割や責務を明確にし，
地域経済の活性化を推進していくことを目的とした，
「中小企業振興基本条例」の制定が活発化しています。
地域創生に向けて制定に取り組んでいただきたい
産業経済部長　中堅・中小企業の振興は，地域経済の
柱ですので，中小企業振興基本条例の制定については，
関係団体等の意見を聞きながら，慎重に検討します。

結城蔵美館の今後の活用について
昨年から展示されている「御手杵の槍」を活かした
開館1周年記念イベントが5月に開催され，2,000人
の若い女性を中心に街中が大賑わいでした。この賑わ
いを結城市観光の起爆剤にして活用していただきたい
産業経済部長「御手杵の槍」を活用したイベントは再
度開催し，結城の歴史と芸術文化の創造と情報発信
拠点として活用してい
くとともに，本市の観
光拠点として，幅広い
世代から支持されるよ
うな企画・運営に努め，
観光誘客の向上と地域
経済の活性化を図って
まいります。

稲葉　里子　議員

平　陽子　議員

▲開館1周年記念イベントのようす
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山川不動尊あやめ園整備について
山川あやめ園は，敷地も十分な広さがあります。ま
た，結城市で年間観光客の入込客が一番多い山川不動
尊に隣接していることから，魅力的な場所で観光の発
信源になると，私は思っています。あやめ園のこれま
での経緯を伺います
産業経済部長　山川あやめ園は，転作田の有効活用を
図るため，平成9年に姉妹都市である長井市より，あ
やめの苗の寄贈を受け，景観作物として植栽したこと
が始まりです。その後，転作田が増え，現在は，2.3ヘ
クタールの転作田を活用し，約30アールにあやめが植
栽されております。その他，ボランティアの皆さんの
協力によるゆりをはじめ，アジサイ，菜の花やヒマワ
リの花を咲かせる取り組みがされています。

結城看護専門学校の現状と大学誘致について
学校を取り巻く環境を考えたとき，これまで培った有
形・無形の財産を活かし，医療福祉系の大学誘致を進め
ることが，地域医療を育んでいく観点からも重要であり
地方創生の起爆剤として結城市の活性化のため，結城市
が中心となりオール結城で誘致を積極的に取り組むべき
部署の設置が急務と考えますが，お伺いします
市長　県の出資団体改革の取り組みの中で，運営につ
いて自立化が求められております。また，「学生の安定
的確保に向けて，4年制の導入やターゲット層の再検
証などを含め対策を検討する」との提言がございます
ので，さまざまな角度から検討が必要であると認識を
しております。大学誘致に関する庁内組織を立ち上げ，
検討してまいりたいと考えております。

山川あやめ園の今後の整備方針について
山川あやめ園を始めてから10年以上経過していま
す。本物のあやめ園とするため，明確に結城市の公園
と位置付けし，土地を地権者から譲り受け，大々的に
整備し（駐車場，休憩所やトイレ等）この山川あやめ
園を都市型，または，農村型の公的な公園にすべきと
考えますので伺います
産業経済部長　今年度より，あやめ園の整備基本計画
の策定を予定しているところです。策定の際には，地
元住民へワークショップ等を開催し反映します。今後
のスケジュールといたしましては，基本計画策定後，
実施計画の策定，用地の取得，整備工事と進めてまい
ります。
市長　山川不動尊あやめ園整備につきましては，第5
次総合計画にもあげられている，山川不動尊を核とし
た地域資源・活用型の活性化拠点形成のためのひとつ
として整備してまいりたいと考えます。また，基本計
画策定にあたりましては，地域住民の意向などを十分
に把握し，地域の皆さんに常に楽しんでいただける地
域密着型の公園としてまいりたいと考えます。

小山市との友好都市の進捗状況について
これまでの取り組みと今後の施策，また医療連携も
位置付けられておりますが，その支援体制について
市長公室長　本市と小山市は，情報交換会を設置し，
連携事業について協議をすすめているところでござい
ます。今年度につきましては，総務，保健・福祉，経
済，建設や教育など5つの分野についての協議，定住
自立圏についての協議，こどもの医療福祉の連携，防
災・消防の連携強化，イベントへの相互出展等につい
て，意見交換が行われました。
保健福祉部長　医療連携の現状と方向性について，地
域包括医療は，地域住民の健康維持・増進にとどまら
ず保健・医療・介護・福祉の連携であり，その実現には，
日常生活圏域の医療機関を中心として，取り組むべき
活動であると認識しております。
市長　市民が，健康で豊かな人生を送るためには，保
健・医療・介護・福祉が一体となった安心して生活で
きるシステムが必要となります。新小山市民病院と結
城市の医療機関の連携は，地域包括医療システム構築
の第一歩であり，医療資源情報の共有や市民への情報
提供など細部に渡ってバックアップするほか，経済的
支援等，地域医療の充実に向け積極的に取り組みます。

湯本　文夫　議員

安藤　泰正　議員
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一
般
質
問

※一般質問の掲載記事は，発言議員本人からの寄稿によるものです。

金子　健二　議員

黒川　充夫　議員

地方創生について
本市における今後の進め方についてお伺いします
市長公室長　地方創生の具体的推進策については，大
きく2つの事項に分けられます。1つ目は総合戦略の策
定で，庁内組織である創生本部を中心に，有識者会議
である「結城市まち・ひと・しごと創生推進会議」に
おいて進めており，6月下旬に第1回目の会議を開催
します。また，国から提供されている地域経済システ
ムから人口や地域経済の検証を行うとともに，7月を
目途に若い市民を対象としたアンケート調査などを実
施し，より具体性の高い人口ビジョンを作成したいと
考えています。2つ目は，「地域活性化・地域住民生活
等緊急支援のための交付金」事業の実施です。「地域消
費喚起・生活支援型」では，「プレミアム付商品券発行

プレミアム付商品券について
商品券の販売に係る現状と課題について伺いたい
市長公室長　今回のプレミアム付商品券の販売は，全
て「事前申込み制」とし，申込者が多数の場合は「抽選」。
これにより，多くの市民に公平に商品券を購入して頂
き，販売日当日の混乱も回避できると考えます。

聴覚障がい児に対する支援について
地方自治体では近年，障がい者手帳の有無に係らず
補聴器購入費の補助を受けることができるようだが
保健福祉部長　早期に補聴器の利用を行うことで言語
能力の発達やコミュニケーション能力の向上につなが
ることから，障害者総合支援法に基づく支援から外れ
ている中度・軽度の聴覚障がい児のうち18歳未満の児

事業」を進めています。また，「地方創生先行型」では，
人口ビジョン・総合戦略策定事業，シティプロモーショ
ン事業，子育て支援事業，街なか賑わい創出支援事業，
観光PR事業の5つの事業を計画しています。このうち
シティプロモーション事業については，映像の作成や
ガイドブック作成，「定住化促進ツアーの開催」等，既
に事業を進めています。

公共下水道，側溝の清掃処理について
公共下水道，側溝の清掃処理についてお伺いします
都市建設部長　整備状況については，昭和46年度か
ら工事を開始し平成27年3月末現在，汚水管渠延長約
185.7kmとなっており，供用開始区域は790ヘクター
ルと，事業認可区域998ヘクタールの内79.2％が整
備済となっています。まだまだ未加入世帯が多く，公
共下水道をより理解して頂くための，各種イベントの
開催や戸別訪問による接続促進を図っている状況です。
側溝が整備されている道路延長は，約200kmです。側
溝清掃の現状については，現場状況を確認し，業者委
託するもの，直営で行うもの，地元自治会にお願いす
るものと，3つのケースで対応，土砂等の堆積の状態
や緊急性等を勘案しながら判断し実施しています。

童・生徒に対し，補聴器の購入費用を
助成する制度の検討を進めてまいりた
い。

「移動式赤ちゃんの駅」の導入について
野外のイベント会場などで，乳幼児連れの母親が授
乳やおむつ替えに使用できる「移動式赤ちゃんの駅」
として無料で貸し出す自治体が増えているようだが
保健福祉部長　昨年度策定した「子ども・子育て支援
事業計画」に係るアンケートで，「子連れでも出かけや
すく楽しめる場所を増やす」項目が64.2％と多いこと
から，乳幼児連れの方が安心して外出できる環境整備
は，子育て支援上で重要なことと認識しています。

「読書通帳」の導入について
「読書通帳」は，子どもを中心に市民などの読書へ
の意欲を高める効果が期待されているようだが
教育部長　本年7月30日に創立80周年を迎える「（株）
常陽銀行」の記念事業「感謝プラン80」により，「読書
通帳」システム一式を寄贈していただくことで，現在
調整中です。
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・広報広聴活動について　　　　・総合行政ネットワークについて
・行政改革の推進と事務の合理化及び能率化について
・総合計画及び実施計画について
・地域開発の企画及び指導について
・指定統計及び各種統計について
・男女共同参画推進事業について
・市有財産の管理運営について　・入札及び契約について
・出納及び監査事務について
・戸籍及び住民基本台帳関係事務について
・生活関連環境諸対策及び保全について
・消防・防災及び交通安全対策について
・税の賦課徴収について	 　　　・人権推進について
・その他市長公室，市民生活部，会計課，選挙管理委員会，公平委員会，
　監査委員及び固定資産評価審査委員会に関する事項並びに他の常任委員
　会の所管に属さない事項

・農林・水産業の振興及び経営指導について
・土地改良について　　　　　　・農業集落排水事業について
・商工業の振興及び経営指導について
・中小企業対策について　　　　・物産品の普及宣伝について
・農工商団体について　　　　　・観光事業について
・観光資源の開発について
・道路・橋梁の新設改良及び維持管理について
・下水路・排水路の整備及び維持管理について
・建築指導について　　　　　　・市営住宅の建設及び維持管理について
・土地区画整理事業について　　・市街地再開発について
・都市計画街路について
・公園，緑地の整備及び維持管理について
・下水道事業について　　　　　・水道事業について
・その他産業経済部，都市建設部及び農業委員会に属する事項

・教育施設の整備について　　　・教育施設の運営について
・学校教育の運営について　　　・学校給食の運営管理について
・社会教育の振興について　　　・社会体育の振興について
・青少年対策について
・社会福祉施設及び社会福祉対策について
・児童福祉対策について　　　　・市民の保健対策について
・国民健康保険事業の運営について
・後期高齢者医療事業の運営について
・介護保険事業の運営について
・その他保健福祉部及び教育委員会に属する事項

・議会の運営に関すること

・議会の会議規則，委員会に関する条例等に関すること

・議長の諮問に関すること

・その他議会運営委員会に属する事項

《　総　務　委　員　会　》

《  産業・建設委員会 》

《  教育・福祉委員会 》

《  議会運営委員会 》

委員会の所管事務調査事項



平成27年8月1日

第182号

発行／結城市議会事務局   発行責任者／議会議長・中田松雄   編集／議会情報推進委員会　〒307-8501／茨城県結城市大字結城1447　*0296-32-1111

結城市議会
次回定例会の開催予定

平成27年
第3回定例会のお知らせ

9月　　　        　9日

10日・11日

14日・15日・16日

17日・18日・24日

29日

本会議（開会）

一般質問

常任委員会

決算特別委員会

本会議（閉会）
（日程が変更になる場合もあります。）
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て

　
結
城
市
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会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
（
情
報
推

進
委
員
）
の
メ
ン
バ
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が
変
わ
り
初
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の
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会
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よ
り
に
な
り
ま
す
。
や
は
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広
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誌
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手
に
取
っ
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ら
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で
す
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そ
の
た
め
に
今
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何
を
し
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、

お
伝
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こ
と
な
ど
わ
か
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す
い
編
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を
心
が
け
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い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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6
月
か
ら
ク
ー
ル
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ズ
に
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ま
し
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今

年
も
暑
い
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来
る
と
熱
中
症
に
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意
し
な
け
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ば
な
り
ま
せ
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今
号
が
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行
さ
れ
る
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に
は
結
城
市
長
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が
あ
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市
議
会
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員
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挙
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投
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率
も
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と
い
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で
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何
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、
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に
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（
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好
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用
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地
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な
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田
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画
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、6
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に
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生
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全
国
市
議
会
議
長
会
な
ら
び
に
茨
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県
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
議
員
25
年
と
し
て
平
塚
明
議
員
に
、
20
年
と
し
て

船
橋
清
議
員
、
須
藤
一
夫
元
議
員
、
塚
原
林
吉
元
議
員
に
、

ま
た
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
議
員
8
年
と
し
て

稲
葉
里
子
議
員
、
早
瀬
悦
弘
議
員
、
黒
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充
夫
議
員
に
、
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れ
市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
西
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
正
・
副
議
長
在
職

中
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
船
橋
清
前
議
長
、
大
木
作
次
前

副
議
長
、
故
大
里
榮
作
元
副
議
長
に
、
県
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
県
市
議
会
議
長
会
監
事
と
し
て
の
在
職
中
の
功
績

に
対
し
、
船
橋
清
前
議
長
に
、
結
城
市
議
会
褒
賞
内
規
に

よ
る
永
年
勤
続
25
年
以
上
と
し
て
平
塚
明
議
員
に
、
20
年

以
上
と
し
て
、
船
橋
清
議
員
、
須
藤
一
夫
元
議
員
、
塚
原

林
吉
元
議
員
に
、
特
別
褒
賞
の
功
績
を
称
え
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平塚　明
議　員

船橋　清
議　員

大木　作次
議　員

稲葉　里子
議　員

早瀬　悦弘
議　員

黒川　充夫
議　員


